
香川高等専門学校ハラスメントの防止等に関する規程 

                           令和元年１２月２４日制定 

香川高等専門学校ハラスメントの防止等に関する規程（平成２１年１０月１日制定）

の全部を改正する。 

  （趣旨） 

第１条 この規程は，香川高等専門学校（以下「本校」という｡）におけるハラスメン 

 トの防止等に関し，独立行政法人国立高等専門学校機構ハラスメントの防止等に関す 

る規則（独立行政法人国立高等専門学校機構規則第 113 号）並びに「ハラスメントを

防止するために教職員等が認識すべき事項についての指針」及び「ハラスメントに関

する苦情相談への対応における留意すべき事項についての指針」（平成 24 年 9 月 27

日理事長裁定。）に定めるもののほか必要な事項を定める。 

  （目的） 

第２条 この規程は，本校において，ハラスメントの防止等を図り，すべての教職員 

 及び学生が個人として尊重され，健全で快適なキャンパス環境をつくることを目的 

 とする。 

  （定義） 

第３条 この規程において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるとこ 

 ろによる。 

一 ハラスメント セクシュアル・ハラスメント，アカデミック・ハラスメント，パ

ワー・ハラスメント，妊娠・出産・育児休業等に関するハラスメント及びその他

のハラスメントをいう。 

二 セクシュアル・ハラスメント 相手を不快にさせる性的及び性差別的な言動をい 

う。 

三 アカデミック・ハラスメント 教育上，研究上，修学上の権力関係又は上下関係

等を利用して行う嫌がらせや不適切で不当な言動をいう。 

四 パワー・ハラスメント 就労上の権力関係又は上下関係を利用して行う嫌がらせ

や不適切で不当な言動をいう。 

五 妊娠・出産・育児休業等に関するハラスメント 妊娠したこと，出産したこと及

び育児休業，介護休業その他の子の養育又は家族の介護に関する制度又は措置の

利用に関する嫌がらせや不適切で不当な言動をいう。 

六 その他のハラスメント 第二号から前号までに準じる嫌がらせや不当な言動等



をいう。 

七 ハラスメントの防止及び排除 ハラスメントが行われることを未然に防ぐとと

もに，ハラスメントが現に行われている場合にその行為を制止し，及びその状態

を解消することをいう。 

八 ハラスメントに起因する問題 ハラスメントのため就労・修学環境が害されるこ

と及びハラスメントへの対応に起因して不利益を受けることをいう。 

九 監督者 校長，副校長，教務主事，学生主事，寮務主事，専攻科長，学科長，一

般教育科長，事務部長及び課長をいう。 

十 教職員 本校に就労するすべての者をいう。 

十一 学生等 学生，科目等履修生，研究生，聴講生等学校で修学するすべての者を

いう。 

十二 関係者 学生等の保護者，関係業者等教職員又は学生等と就労又は修学上関係

を有する者をいう。 

十三 相談者 ハラスメントに関する相談を申し出たすべての者をいう。 

十四 苦情相談 ハラスメントに関する苦情の申し出及び相談をいう。 

十五 相談員 教職員，学生等及び関係者からハラスメントに関する苦情の申出及び

相談に対応する教職員をいう。 

（不利益取扱いの禁止） 

第４条 教職員，学生等及び関係者は，ハラスメントに対する拒否，ハラスメントに対す

る苦情の申出，当該苦情等に係る調査への協力その他ハラスメントに関し正当な対応

をしたことのためにいかなる不利益も受けない。 

（校長の責務） 

第５条 校長は，教職員及び学生等がその能力を充分に発揮できるような就労・修学環境

を確保するため，ハラスメントの防止及び排除に関し，必要な措置を講ずるとともに，

ハラスメントに起因する問題が生じた場合においては，必要な措置を迅速かつ適切に

講じなければならない。この場合において，ハラスメントに対する苦情の申出，当該

苦情等に係る調査への協力その他ハラスメントの対応に起因して当該教職員，学生等

及び関係者が不利益を受けることがないよう配慮しなければならない。 

２ 校長は，本校のハラスメントの防止等に関し総括する。 

（監督者の責務） 

第６条 監督者は，良好な就労・修学環境を維持するため，次の各号に掲げる事項に注意



してハラスメントの防止及び排除に努めなければならない。 

一 ハラスメントに関し，教職員及び学生等の注意を喚起し，ハラスメントに関する認

識を深めさせること。 

二 ハラスメントが学校で生じていないか，又は生じるおそれがないか，教職員及び学

生等の言動に十分な注意を払い，就労・修学環境を害する言動を見逃さないように

すること。 

三 ハラスメントに対する苦情の申出，当該苦情等に係る調査への協力その他ハラスメ

ントに対する教職員及び学生等の対応に起因して，当該教職員及び学生等が学校に

おいて不利益を受けていないか，又はそのおそれがないか，教職員及び学生等の言

動に十分な注意を払い，教職員及び学生等が不利益を受けることがないよう配慮し，

就労・修学環境を害する言動を見逃さないようにすること。 

四 教職員，学生等又は関係者から苦情相談があった場合には，真摯にかつ迅速に対応

すること。 

２ 監督者は，ハラスメントに起因する問題が生じた場合には，迅速かつ適切に対処しな

ければならない。 

（教職員の責務） 

第７条 教職員は，理事長が定める「ハラスメントを防止するために教職員等が認識すべ

き事項についての指針」に従い，ハラスメントのない健全で，かつ良好な就労・修学

環境を維持することに努めなければならない。 

（研修等） 

第８条 校長は，ハラスメントの防止等を図るため，教職員に対し，必要な研修等を実施

しなければならない。 

２ 校長は，新たに教職員となった者に対し，ハラスメントに関する基本的な事項につい

て理解させるため，及び新たに監督者となった教職員に対し，ハラスメントの防止等

に関しその求められる役割について理解させるために，研修を実施するものとする。 

３ 教職員は，前二項に基づいて実施される研修を受講するものとする。 

（苦情相談の申出） 

第９条 教職員，学生等及び関係者は，相談員に対し，苦情相談を申し出ることができる。 

 （相談窓口） 

第１０条 本校に，ハラスメントに関する相談・苦情処理のため，次の各号に掲げる相

談員で構成するハラスメント相談窓口（以下「相談窓口」という｡)を置く。ただし,



学生及びその関係者からの相談が学生相談室にあつた場合は，学生相談室で対応する

ものとする。 

 一  専攻長 

 二  各学科長 

 三  学生相談室長 

 四  各課長 

 五  その他校長が指名する者 

２ 前項第五号の相談員の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場

合の後任者の任期は前任者の残任期間とする。 

 （苦情相談の対応） 

第１１条 相談員は，相談者から相談を受けたときは，当該苦情相談に係る問題の事実

関係等の把握に努め，及び相談者に対し，必要な指導又は助言を行うものとする。こ

の場合において，相談員は，理事長が定める「ハラスメントに関する苦情相談への対

応における留意すべき事項についての指針」に十分留意しなければならない。 

２ 相談員への相談は，面談のほか，手紙，電話又は電子メールのいずれでも受け付け

るものとする。 

３  相談員は，相談者から事情を聴取するに当たっては，複数の相談員で対応すること 

とし，相談者と同性の相談員を同席させるよう努めるものとする。        

４ 相談員は，当該相談の内容について記録し，相談者に同意を得た上で，別紙相談報

告書により校長に報告するものとする。ただし，事態が重大で改善措置等が必要であ

ると認めた場合には，直ちに校長に報告するものとする。 

５ 校長は，前項の報告を受けた場合，ハラスメントに起因する問題が発生し，又は発

生するおそれがあるときは，ハラスメント防止委員会に諮るものとする。 

６ 苦情相談には，ハラスメントによる被害を受けた本人（学生等の場合は，その保護

者を含む｡)からのものに限らず，次のようなものも含まれる。 

 一 他の者がハラスメントをされているのを見て不快に感じる教職員又は学生等か 

   らの苦情の申出  

 二 他の者からハラスメントをしている旨の指摘を受けた教職員又は学生等からの 

   相談 

 三 部下等からハラスメントに関する相談を受けた監督者からの相談 

（相談員の遵守事項） 



第１２条 相談員は，任務を遂行するに当たり，次の事項を遵守しなればならない。 

一 当事者のプライバシーや名誉その他の人権を尊重するとともに，知り得た秘密を

他に漏らしてはならない。 

二 被害を受けたとされる者の意向を尊重し，当事者にとって適切かつ効果的な対応 

は何かという視点を持ち，解決策を押し付けることのないよう留意すること。 

三 当事者からの相談及び事情聴取に当たって，ハラスメントに当たるような言動を 

行ってはならないこと。 

（防止委員会） 

第１３条 本校に，ハラスメントの防止等の適切な実施のため，ハラスメント防止委員 

 会（以下「防止委員会」という｡）を置く。 

 （任務） 

第１４条 防止委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。 

  一 ハラスメントの防止等に関する研修・啓発活動の企画及び実施に関すること。 

 二 ハラスメントに関する相談に係る事実関係の確認及び被害の救済及び対応に関す

ること。 

  三 その他ハラスメントの防止等に関すること。 

 （組織） 

第１５条 防止委員会は，次の各号に掲げる委員をもつて組織する。 

  一  校長 

  二 副校長 

 三  各主事   

  四  事務部長 

２ 委員がハラスメントの当事者となる場合は，当該事案に係る議事には加わらないも

のとする。 

 （委員長） 

第１６条 防止委員会に委員長を置き，校長をもつて充てる。 

２ 委員長は，防止委員会を召集し，その議長となる。 

３ 委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長が指名した委員がその職務を代行 

 する。 

 （議事） 

第１７条 防止委員会は，委員の過半数が出席しなければ，議事を開き，議決すること 



 ができない。 

２ 防止委員会の議事は，出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは委員長の 

 決するところによる。 

 （委員以外の者の出席） 

第１８条 委員長は，必要に応じ，委員以外の者の出席を求め，意見を聴くことができ 

 る。 

 （調査委員会） 

第１９条 防止委員会に，ハラスメントの被害救済に関して，調査・審議するため，ハ 

 ラスメント調査委員会（以下「調査委員会」という｡)を，必要に応じて設置する。た

だし，ハラスメントが学生間で起こった場合は，学生小委員会に調査を付託すること

ができる。 

２ 調査委員会の委員長及び委員は，防止委員会委員長が，防止委員会又は相談員のう

ちからその都度指名する。 

３ 防止委員会委員長が必要と認めた場合は，調査委員会に事案に応じた専門家又は外

部有識者を加えることができる。 

４ 調査委員会又は学生小委員会は，調査結果等を防止委員会委員長に報告する。 

５ 調査委員会又は学生小委員会は，調査結果に基づき，救済措置，環境改善等の必要

があると判断したときは，防止委員会委員長に対し，その旨を勧告することができる。 

 （プライバシー等の保護） 

第２０条 ハラスメントに関する対応に当たつては，当事者及びその他の関係者等から 

 公正な事情聴取を行うものとし，事情聴取対象者の名誉・人権及びプライバシーに 

 十分配慮しなければならない。 

 （ハラスメント行為に対する措置等） 

第２１条 校長は，ハラスメント行為の事実関係があり，処分又は就学，就労，教育若

しくは研究環境の改善を行うことが必要であると認められた場合は，就業規則又は学

則に従い，必要な措置を講じるものとする｡ 

２ 校長は，防止委員会の審議結果及び講じた措置等について，当事者双方に報告するも

のとする。 

 （事務） 

第２２条 防止委員会，調査委員会及び相談窓口に関する事務は，総務課，学務課及び 

 学生課において処理する。 



 （その他） 

第２３条 この規程に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

1 この規程は，令和元年１２月２４日から施行する。 

2 この規程の施行により，香川高等専門学校ハラスメントの防止等に関する規程の運用

について（平成２１年１０月１日制定）及び香川高等専門学校ハラスメント相談実施

要項（平成２１年１０月１日制定）は廃止する。 

附 則 

この規程は，令和５年１月３１日から施行し，令和５年１月１日から適用する。 

附 則 

この規程は，令和５年１１月２２日から施行する。 

 



 上記について，相違ありません。 

また，ハラスメント防止委員会へ報告することについて了承しました。 

 

確認日     年  月  日  署名                   

別紙 

取 扱 注 意                 （作成日     年  月  日） 

ハラスメント相談報告書 
ハラスメント相談員            
ハラスメント相談員            

 
該当するものに☑を付けてください。 

相談日時 年  月  日（ ）  ： ～  ：   

相談方法 □面談 □手紙 □電話 □メール 場所  

相談者 
氏名：            所属 
身分：□学生 □専攻科生 □教職員 □その他（             ） 
被害者との関係：□本人 □本人以外（□被害者から相談了承 □了承なし） 

被害者 
氏名：            所属 
身分：□学生 □専攻科生 □教職員 □その他（             ） 

加害者と 
される者 

氏名：            所属 
身分：□学生 □専攻科生 □教職員 □その他（             ） 
被害者との関係：□友人 □教員 □同僚 □上司 □その他（        ） 

他の相談 
の有無 

□無 □有（□友人 □教員 □同僚 □上司 □その他（          ）） 
（氏名：            所属：                ）   

１.ハラスメント相談の概要と経過 

いつ 
ハラスメントの概要（どこで，誰が，何を，どの
ように行ったか。その時，相談者が感じた気持ち
や身体反応，その時，相談者がとった対応） 

目撃者の有無 
／所属・氏名 

  年 月 日（ ） 
   ： ～ ：  

 
 
 
 
 
 

 

  年 月 日（ ） 
   ： ～ ：  

 
 
 
 
 
 

 

  年 月 日（ ） 
   ： ～ ：  

 
 
 
 
 
 

 

  年 月 日（ ） 
   ： ～ ：  

 
 
 
 
 
 

 



 上記について，相違ありません。 

また，ハラスメント防止委員会へ報告することについて了承しました。 

 

確認日     年  月  日  署名                   

２.その他確認事項 

相談者の就業・修学
・身体・精神への影
響 

医療機関への受診の有無等 

対象は自分だけか，
人を区別して行われ
ているか 

 

他者に対しても同様
の行為・言動はある
か 

 

現在，ハラスメント
加害者とされる者と
の関係（継続性）に
ついて 

 

学校での人間関係へ
の影響 

 

３.相談者の意向  （該当するものに☑を付けてください。） 

 
【□相談のみ】（ハラスメントの申立てを行わない） 

□話を聴いてほしい 
□事情を報告したい 
□加害者とされる者への対応は求めないが，組織としてハラスメント防止等について 

周知徹底を図ってほしい 
 
【□ハラスメントの申立て】 

□加害者とされる者との関係を修復したい 
□加害者とされる者に謝罪してほしい 
□加害者とされる者に注意してほしい 
□加害者とされる者の行為・言動を止めさせたい 
□身を守る等，緊急の対応をしてほしい 
□就労・修学環境を改善，加害者とされる者との接点をなくしたい 

（配置換，指導教員の変更等） 
□加害者とされる者へ懲戒処分等の措置を講じてほしい 

 
【□その他の意向】 

□自分の周囲からも話を聞いてほしい。 
□その他（                                  ） 

 
 

４.相談員の対応及び相談結果  （該当するものに☑を付けてください。） 

 
□比較的落ち着いて聴き取りを行った。 
□「眠れない」「食欲がない」などの症状がでており，緊急性ありと判断する早急な保護が 

必要。 
□その他（                                   ） 

 
 

 
注)1.ハラスメント相談報告書の作成にあたっては，相談者からの相談内容を具体的かつ正確に記入 

してください。証拠書類（手帳や業務記録など）があれば，コピーし保存しましょう。 
2.ハラスメント相談報告書は，相談者に，内容の確認・了解を得た上で防止委員会（校長）に提 

出して下さい。ただし，事態が重大で改善措置が必要であると判断した場合は，直ちにハラス 
メント防止委員会（校長）へ報告すること。 

3.相談内容について，相談者が了解しない部分については，削除・修正の上，提出して下さい。 
4.必要に応じて，加害者とされる者・第三者から事実関係を聴取する。枠内に書ききれない場合 

は，別紙を添付する。 


